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レスリー・ロリマーさん
アメリカオレゴン州出身／鎌倉在住／英会話教室経営

Q. 将来の移住を考えるほど久米島が大好きなレスリー
さん。最初の久米島との出会いはいつだったのですか？
A. 今年の1月に初めて久米島を訪れました。寒い季節
だったのでどこか暖かいところに行きたいと思って探し
たところ、なぜかヒットしたのが久米島でした。子どもが
小さかった頃は、家族で、西表、石垣、竹富などに行った
ことがあったのですが、今までどの地にも感じなかった
ほど「ここが好き」と思いました。1月に初めて訪れた後、
3月、5月、8月、10月とほぼ2か月ごとに久米島を訪れて
います(笑)
Q. 久米島のどんなところを、移住したいと思うまでに気に
入ったのですか？
A. ある商店に入ったときおばあちゃんに話しかけられ
て、それがとっても「ウェルカム～！」という感じだったの
です。いろいろお喋りしてくださって、「昔は沖縄から本
土へ行くときにはパスポートが必要だったのよ」とか、そ
んな話も聞かせていただいて本当に楽しかった。そのと
き、「あぁ、この感じいいなぁ」と思いました。また、2度目
の来島時に、空港のレンタカーカウンターの方が「お帰

企画財政課  移住定住相談窓口 「久米島 島ぐらしコンシェルジュ」

定住人口（住んでいる人）

交流人口とは、その地域に訪れる（交流する）人のことを言い、その地域に住んで
いる人（定住人口）に対する概念となります。

定住人口が減少傾向にある地方で、観光客や二地域居住者といった交流人口を拡大させることで、
人口減少の影響を緩和し、地域の活力を取り戻そうとする動きが広がっています。

久米島の人口は、毎年約100名減少中
課題：久米島の人口を増やすには？
取り組み１）出ていく人を減らす
取り組み２）ＵターンＩターンを増やす

交流人口（訪れている人）
平 成 2 9 年 度 各 大 会 の 優 勝 一 覧

HP：http://www.shimagurashi.net　「久米島 島ぐらしガイド」で検索
活動場所：仲原家（久米島町字真謝20）／毎週火～土 10時～16時／日月祝休み
Tel/Fax：098-894-6488　Mail：info@shimagurashi.net
Facebook：「久米島 島ぐらしコンシェルジュ」  Instagram：「kumejima_shimagurashi」

輝く！島人インタビュー

もっと詳しく読みたい、他の方のインタビューも読みたい方は、「久米島 島ぐらしガイド」で検索

島コンＨＰ「島ぐらしガイド」では、これまで、久米島にＩターン(移住)した方
や、Ｕターン(一度島外へ出た後、出身地に戻る)をした方に、そのきっかけや動
機、その後の久米島での暮らしについてインタビューさせていただき公開して
きました。そんななか、今回は、「島人インタビュー」ならぬ、「島人(になりたい！)
インタビュー」と題し、久米島が大好きで、将来の久米島移住を計画中のレス
リー・ロリマーさんに、久米島の魅力、なぜ移住したいと思っているのか、移住
に向けて準備中のことなどをお聞きしてみました。～以下、HP「島ぐらしガイド」
しまんちゅインタビューより抜粋～

お問合せ
お知らせ

島コンホームページ
「島ぐらしガイド」で
は、島内求人情報や
住まいの情報、暮らし
の情報など、移住定
住に役立つ情報を掲
載しています。

島コンたいむす
インタビュー編

りなさい」と声をかけてくだ
さいました。それもとても印
象に残っています。
そしてやはり、綺麗な海、空、
白いビーチも久米島を好き
になった魅力としては欠か
せません。こんなに綺麗な
海は見たことがありませんでした。そして何より、なぜか
はわからないのですが、久米島に来るといつも「いなか
に帰ってきた」みたいな気分になり、とにかくほっとする
のです。
インタビュアー：レスリーさんは久米島を訪れる度、島で
のお友達、顔見知りが増えていきます。居酒屋の店主さ
ん、そのお店の常連の方々、宿泊先の従業員の方や、友
達から紹介されるそのまたお友達など。新しいお知り合
いが出来ると、とても嬉しそうにご報告してくださいま
す。レスリーさんにお話を聞きながら、土地の一番の魅
力は“人”であり、人が紡ぐものにあるのかもしれないと
感じます。

「交流人口」って
ご存知ですか？

ありがとうございました！
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交流人口の拡大は、人口減少問題の直接
的解決ではないが、人口減少の影響を緩
和し、地域の活力を取り戻そうとする動き
につながる
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久米島町女子バレーボール大会
久米島町体育協会（会長：盛本實）主催の平成29
年度久米島町女子バレーボール大会が平成29年
11月9日（木）、10日（金）に比屋定小学校体育館
で開催されました。
今回大会では、初の試みとなる字別対抗の１部と
クラブチームの２部に分かれ大会を行い、１部・２部
合わせて７チームが参加した。一部では歓声と笑い

がたえない試合が繰り広げられ、清水100％チー
ムが接戦を制し見事初優勝しました。２部では、日
頃の練習の成果を見せつけた久米島バレー連合
チームが初優勝をかざりました。
ＭＶＰに、１部では清水100％チームの長峯香織
さん、２部では久米島バレー連合チームの平良ハ
スカさんが選ばれました。

　沖縄角力協会久米島支部は、１０月７日奥武山公
園で行われた那覇まつり角力大会に出場しました。
個人戦では軽量級で宇根哲人（字阿嘉）、無差別級
で長嶺文士郎（元比屋定小教諭）がそれぞれ優勝、
団体戦の部でも見事優勝を果たし５連覇という快

挙を成し遂げました。
　同支部は毎年４月から練習を開始し技を磨き、年
間で島内外約25の大会へ出場し、各大会で上位
入賞するなど、その強さは一目置かれる存在となっ
ています。

久米島バレー
連合チーム

第134回 沖縄県軟式野球中央大会（C級の部）
　11月１１日（土）１２日（日）の両日、久米島野球
場と仲里球場で沖縄県軟式野球中央大会（C級の
部）が行われました。各地区の予選大会で優勝した
８チームが参加。久米島代表のSieg（ジーク）は１
回戦、準決勝を勝ち進み、決勝は南部代表の東部
インディアンズと対戦。前半は先行していたものの
５回に逆転を許すと、追い上げならずに準優勝に終
わりました。

那覇まつり「沖縄角力大会」５連覇

清水100%チーム

【5月】
牧志ウガン角力大会（那覇市）
軽量級　與　那　輝　明
中量級　大　村　健　太
【6月】
屋慶名ハーリー角力大会（うるま市）
軽量級　仲　村　昭　平
【7月】
サニツ浜カーニバル角力大会（宮古島市）
軽量級　仲　村　昭　平
団体戦　久米島Aチーム
鶴見区沖縄角力大会（神奈川県横浜市）
無差別　大　村　健　太

【8月】
与那原町祭り角力大会（与那原町）
重量級　長　嶺　文士郎
【10月】
沖縄県知事杯那覇まつり角力大会
軽量級　宇　根　哲　人
重量級　長　嶺　文士郎
団体戦　久米島Aチーム
金武町祭り角力大会（金武町）
中量級　仲　村 昭　平
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